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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内導入装置からの送信データを受信する受信手段と、
　前記送信データを受信する受信用アンテナの受信電界強度を検出、または前記受信手段
が画像データを受信できないことを検出する検出手段と、
　検査の開始から所定時間経過し、かつ所定期間前記検出手段で検出された受信電界強度
が所定値以下の場合、または所定期間前記検出手段で前記画像データの受信を検出できな
い場合に、検査終了とみなすための所定条件を満たすと判断する判断手段と、
　前記判断手段の判断結果に応じて少なくとも前記受信手段への電源供給を止めるように
制御する電源供給制御手段と、
　を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記判断手段の判断結果に応じて前記検査終了を告知する告知手段を、
　さらに備えることを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記判断手段は、自装置への電源投入、または前記電源投入後の前記被検体内導入装置
からの最初の送信データの前記受信手段による受信を検査開始とみなし、前記検査開始か
ら計時を始めて所定時間に達したことを検出した際、もしくは所定の送信レートで前記被
検体内導入装置から送信されてくる前記送信データの数が所定数に達したことを検出した
際に、前記所定時間経過したとみなすことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえば被検体内に導入されて被検体内情報を取得するカプセル型内視鏡な
どの被検体内導入装置から送信される送信データを取得する受信装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備されたカプセル型内視鏡が
登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被検体（人体）である被
検者の口から飲み込まれた後、被検者の生体から自然排出されるまでの観察期間、たとえ
ば食道、胃、小腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴って移動し、撮像機能
を用いて順次撮像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次無線通信などの無線通信機能により、被検体の外部に送信され
、外部の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信機能とメモ
リ機能を備えた受信装置を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡を飲み込ん
だ後、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行動が可能に
なる。観察後は、医者によって、受信装置のメモリに蓄積された画像データに基づいて、
体腔内の画像をディスプレイなどの表示手段に表示させて診断を行うことができる（たと
えば特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１では、検査終了を知らせる手段がなく、このために、被検者
はたとえばカプセル型内視鏡の電池切れにより、カプセル型内視鏡からの電波が途絶えて
検査が終了したとしても、検査終了を認識できずに受信装置を装着していなくてはならず
、被検者の負担が増すことがあった。また、受信装置において、検査が終了しているにも
かかわらず、受信部に電源供給が行われて不要な電源消費がなされていた。
【０００６】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであって、不要な電源消費を防止することが
できる受信装置を提供することを目的とする。また、本発明の他の目的は、被検体内導入
装置による検査終了を認識することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる受信装置は、被検体内
導入装置からの送信データを受信する受信手段と、あらかじめ設定した検査終了とみなす
ための所定条件を満たしたか否かを判断する判断手段と、前記判断手段の判断結果に応じ
て少なくとも前記受信手段への電源供給を止めるように制御する電源供給制御手段と、を
備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記判断手段の判断結果に応じ
て前記検査終了を告知する告知手段を、さらに備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記受信手段は、前記被検体内
導入装置からの送信データを、受信用アンテナを用いて受信し、前記受信装置は、前記受
信用アンテナの受信電界強度を検出する受信電界強度検出手段を、さらに備え、前記判断
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手段は、前記検査の開始から所定時間経過し、かつ所定期間前記受信電界強度検出手段で
検出された受信電界強度が所定値以下の場合に、前記検査終了とみなすための所定条件を
満たすと判断することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記受信手段は、前記送信デー
タとして前記被検体内導入装置からの画像データを受信しており、前記受信装置は、前記
受信手段が画像データを受信できないことを検出する画像受信検出手段を、さらに備え、
前記判断手段は、前記検査の開始から所定時間経過し、かつ所定期間前記画像受信検出手
段で前記画像データの受信を検出できない場合に、前記検査終了とみなすための所定条件
を満たすと判断することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記受信手段は、前記送信デー
タとして前記被検体内導入装置からの画像データを受信しており、前記受信装置は、前記
受信手段で受信された画像データの色分布を検出する色分布検出手段を、さらに備え、前
記判断手段は、前記色分布検出手段で検出された色分布をもとに前記検査終了とみなすた
めの所定条件を満たしたか否かを判断することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記判断手段は、自装置への電
源投入、または前記電源投入後の前記被検体内導入装置からの最初の送信データの前記受
信手段による受信を検査開始とみなし、前記検査開始から計時を始めて所定時間に達した
ことを検出した際、もしくは所定の送信レートで前記被検体内導入装置から送信されてく
る前記送信データの数が所定数に達したことを検出した際に、前記所定時間経過したとみ
なすことを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１３】
　本発明にかかる受信装置は、検査終了とみなすための所定条件をあらかじめ設定し、こ
の所定条件を満たしたか否かを判断手段で判断し、さらにこの判断結果に応じて、被検体
内導入装置からの送信データを受信する受信手段への電源供給を止めるので、不要な電源
消費を防止することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、本発明にかかる受信装置の実施の形態を図１～図７の図面に基づいて詳細に説
明する。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲で種々の変更実施の形態が可能である。
【００１５】
（実施の形態１）
　図１は、無線型の被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。この無線
型被検体内情報取得システムは、被検体内導入装置の一例としてカプセル型内視鏡を用い
ている。図１に示すように、無線型被検体内情報取得システムは、被検体１内に導入され
、体腔内画像を撮像して受信装置２に対して映像信号などのデータ送信を行うカプセル型
内視鏡３と、カプセル型内視鏡３から無線送信された体腔内画像データを受信する受信装
置２と、受信装置２が受信した映像信号に基づいて体腔内画像を表示する表示装置４と、
受信装置２と表示装置４との間でデータの受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備
える。受信装置２は、被検体１の体外表面に貼付される複数の受信用アンテナＡ１～Ａｎ
を有した無線ユニット２ａと、複数の受信用アンテナＡ１～Ａｎを介して受信される無線
信号の処理などを行う受信本体ユニット２ｂとを備え、これらユニットはコネクタなどを
介して着脱可能に接続される。なお、受信用アンテナＡ１～Ａｎのそれぞれは、たとえば
被検体１が着用可能なジャケットに備え付けられ、被検体１は、このジャケットを着用す
ることによって受信用アンテナＡ１～Ａｎを装着するようにしてもよい。また、この場合
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、受信用アンテナＡ１～Ａｎは、ジャケットに対して着脱可能なものであってもよい。
【００１６】
　表示装置４は、カプセル型内視鏡３によって撮像された体腔内画像などを表示するため
のものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータをもとに画像表示を行うワーク
ステーションなどのような構成を有する。具体的には、表示装置４は、ＣＲＴディスプレ
イ、液晶ディスプレイなどによって直接画像を表示する構成としてもよいし、プリンタな
どのように、他の媒体に画像を出力する構成としてもよい。
【００１７】
　携帯型記録媒体５は、受信本体ユニット２ｂおよび表示装置４に対して着脱可能であっ
て、両者に対して挿着された時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。この実施
の形態では、携帯型記録媒体５は、カプセル型内視鏡３が被検体１の体腔内を移動してい
る間は、受信本体ユニット２ｂに挿着され、カプセル型内視鏡３から送信されるデータが
携帯型記録媒体５に記録される。そして、カプセル型内視鏡３が被検体１から排出された
後、つまり、被検体１の内部の撮像が終了した後には、受信本体ユニット２ｂから取り出
されて表示装置４に挿着され、この表示装置４によって、携帯型記録媒体５に記録された
データが読み出される構成を有する。たとえば、受信本体ユニット２ｂと表示装置４との
データの受け渡しを、コンパクトフラッシュ（登録商標）メモリなどから構成される携帯
型記録媒体５によって行うことで、被検体１が体腔内の撮影中に自由に動作することが可
能となり、また表示装置４との間のデータの受け渡し期間の短縮にも寄与している。なお
、ここでは、受信本体ユニット２ｂと表示装置４との間のデータの受け渡しに携帯型記録
媒体５を使用したが、必ずしもこれに限らず、たとえば受信本体ユニット２ｂに内蔵型の
他の記録装置、たとえばハードディスクを用い、表示装置４と有線または無線接続するよ
うに構成してもよい。
【００１８】
　ここで、図２を参照して、無線ユニット２ａおよび受信本体ユニット２ｂについて説明
する。図２は、受信装置２の構成の実施の形態１を示すブロック図である。無線ユニット
２ａは、カプセル型内視鏡３から送信された無線信号を受信してベースバンド信号に復調
する。図２に示すように、無線ユニット２ａは、受信用アンテナＡ１～Ａｎと、後述する
制御部Ｃによって選択的に切り替え接続された受信用アンテナＡ１～Ａｎからの無線信号
を増幅し、復調する受信手段としての受信部１１と、上記切り替え接続された受信用アン
テナＡ１～Ａｎの受信電界強度を検出する受信電界強度検出部１２とを備える。
【００１９】
　受信本体ユニット２ｂは、無線ユニット２ａが復調したベースバンド信号を受信して処
理する。図２に示すように、受信本体ユニット２ｂは、受信部１１の後段に接続される画
像処理部１３と、画像処理部１３によって処理された画像データを表示する表示部１４と
、携帯型記録媒体５と、検査終了を告知する告知手段としての告知部１５と、これら各構
成部位を制御する制御部Ｃと、受信本体ユニット２ｂと無線ユニット２ａとに電力供給を
行う電池などからなる電源部１６と、無線ユニット２ａと電源部１６とを接続させるスイ
ッチ部１７とを備える。
【００２０】
　制御部Ｃは、受信装置２内の各構成部位を制御するとともに、被検体１に飲み込まれた
カプセル型内視鏡３による検査の終了を判断する判断手段としての検査終了判断部Ｃ１と
、告知部１５の動作制御を行う告知制御部Ｃ２と、電源部１６から無線ユニット２ａへの
電源供給を制御する電源供給制御部Ｃ３とを備える。
【００２１】
　受信部１１は、受信用アンテナから出力された無線信号を増幅し、復調したベースバン
ド信号である映像信号を画像処理部１３に出力するとともに、上記無線信号を受信した受
信用アンテナの受信電界強度を示す信号を受信電界強度検出部１２に出力する。受信電界
強度検出部１２は、入力する上記信号をもとに受信用アンテナの受信電界強度を検出して
受信本体ユニット２ｂに出力する。
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【００２２】
　画像処理部１３によって画像処理された画像データは、制御部Ｃによって携帯型記録媒
体５に記憶されるとともに、必要に応じて表示部１４に画像表示される。受信電界強度検
出部１２から出力された受信電界強度信号は、制御部Ｃに取り込まれる。検査終了判断部
Ｃ１は、内部に図示しない計時用のタイマを有し、たとえば自装置への電源投入を検査開
始とみなし、この検査開始からタイマを動作させて計時を始めて所定時間に達したことを
検出した際に、上記所定時間が経過したものとみなす。
【００２３】
　なお、検査開始とみなす条件は、たとえば電源投入後のカプセル型内視鏡３からの最初
の送信データの受信部１１による受信を検査開始とみなしてもよい。また、所定時間が経
過したとみなす条件は、カプセル型内視鏡３から所定の送信レートで送信されてくる送信
データ（画像データ）の数（フレーム数）が所定数に達したことを検出した際に、上記所
定時間が経過したとみなしてもよい。また、カプセル型内視鏡３を用いた被検体（人体）
１の体腔内の検査は、通常８時間程度かかるので、上記検査終了を判断するための所定時
間はたとえば８時間に設定されるものとする。
【００２４】
　また、検査終了判断部Ｃ１は、受信電界強度検出部１２で検出された受信電界強度の情
報を取り込んでおり、上記検査開始から所定時間経過し、かつ所定期間に受信電界強度検
出部１２で検出された受信電界強度が所定値以下の場合に、あらかじめ設定した検査終了
とみなすための所定条件を満たしたと判断する。
【００２５】
　告知部１５は、ＬＥＤ、ＬＣＤ、またはスピーカなどからなり、告知制御部Ｃ２によっ
て動作制御されている。告知制御部Ｃ２は、検査終了判断部Ｃ１の判断結果を取り込んで
おり、この判断結果が検査終了とみなすための所定条件を満たすものの場合、告知部１５
を動作制御してＬＥＤの点灯表示、ＬＣＤの告知表示、またはスピーカによる音声告知な
どを行わせて、検査終了をユーザに知らせる。なお、告知部１５を表示部１４に代替えさ
せることも可能であり、この場合、告知制御部Ｃ２は、表示部１４の画面上に告知表示を
行わせるように制御する。
【００２６】
　電源供給制御部Ｃ３は、検査終了判断部Ｃ１の判断結果を取り込んでおり、この判断結
果が検査終了とみなすための所定条件を満たすものの場合、スイッチ部１７をオフ状態に
動作制御して、電源部１６と無線ユニット２ａの接続を断にして、電源部１６から無線ユ
ニット２ａへの電源供給を止める。
【００２７】
　次に、この受信装置の動作を図３のフローチャートを用いて説明する。図３において、
検査終了判断部Ｃ１は、たとえば自装置への電源投入によって検査開始と判断し（ステッ
プＳ１０１）、次に検査開始からの計時によってあらかじめ設定した所定時間に達したか
どうか判断する（ステップＳ１０２）。このステップＳ１０２において、検査終了判断部
Ｃ１が検査開始から所定時間に達したと判断した場合（ステップＳ１０２：Ｙｅｓの場合
）には、次に所定期間に受信電界強度検出部１２から取り込んだ受信電界強度があらかじ
め設定した所定値以下かどうか判断する（ステップＳ１０３）。
【００２８】
　このステップＳ１０３において、取り込んだ受信電界強度が所定値以下の場合（ステッ
プＳ１０３：Ｙｅｓの場合）には、検査終了判断部Ｃ１は、この判断結果を告知制御部Ｃ
２と電源供給制御部Ｃ３に出力し、告知制御部Ｃ２は、告知部１５を制御して上述した告
知を行わせる（ステップＳ１０４）。そして、電源供給制御部Ｃ３は、スイッチ部１７を
オフ状態に制御して、電源部１６から無線ユニット２ａ、特に電源消費の大きい受信部１
１への電源供給を止める（ステップＳ１０５）。
【００２９】
　このように、この実施の形態では、検査開始から所定時間経過し、かつ所定期間に検出
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された受信電界強度が所定値以下の場合に、検査終了と判断し、検査終了を告知するので
、カプセル型内視鏡による検査終了を認識することができる。これにより、検査終了とと
もに、被検者から受信装置を取り外すことができ、被検者の負担を軽減することができる
。
【００３０】
　また、この実施の形態では、検査終了判断部が上記検査終了と判断した場合、無線ユニ
ットへの電源供給を止めるので、不要な無線ユニットの電源（電池）消費を防止すること
ができる。
【００３１】
（実施の形態２）
　図４は、受信装置２の構成の実施の形態２を示すブロック図である。この実施の形態２
の受信装置２と実施の形態１の受信装置との異なる点は、無線ユニット２ａに受信電界強
度検出部に代えて、所定期間に受信部１１が画像データを受信できないことを検出する画
像受信検出手段としての画像受信検出部１８を備える点と、検査終了判断部Ｃ１が、画像
受信検出部１８で検出された画像データの検出結果を取り込み、上記検査開始から所定時
間経過し、かつ所定期間に画像データの受信（フレーム受信）がない場合に、あらかじめ
設定した検査終了とみなすための所定条件を満たすものと判断する点である。
【００３２】
　次に、この受信装置の動作を図５のフローチャートを用いて説明する。図５において、
検査終了判断部Ｃ１は、実施の形態１と同様に、検査の開始および検査開始から所定時間
経過したかどうか判断する（ステップＳ２０１，２０２）。このステップＳ２０２におい
て、検査終了判断部Ｃ１が検査開始から所定時間に達したと判断した場合（ステップＳ２
０２：Ｙｅｓの場合）には、次に所定期間に受信部１１で画像データを受信できなかった
どうか判断する（ステップＳ２０３）。
【００３３】
　このステップＳ２０３において、受信部１１で画像データを受信できなかった場合（ス
テップＳ２０３：Ｙｅｓの場合）には、検査終了判断部Ｃ１は、この判断結果を告知制御
部Ｃ２と電源供給制御部Ｃ３に出力し、告知制御部Ｃ２は、告知部１５を制御して上述し
た告知を行わせる（ステップＳ２０４）。そして、電源供給制御部Ｃ３は、スイッチ部１
７をオフ状態に制御して、電源部１６から無線ユニット２ａへの電源供給を止める（ステ
ップＳ２０５）。
【００３４】
　このように、この実施の形態では、検査開始から所定時間経過し、かつ所定期間に受信
部で画像データを受信できなかった場合に、検査終了と判断し、検査終了を告知するので
、カプセル型内視鏡による検査終了を認識することができる。これにより、実施の形態１
と同様に、検査終了とともに、被検者から受信装置を取り外すことができ、被検者の負担
を軽減することができる。
【００３５】
　また、この実施の形態でも、検査終了判断部が上記検査終了と判断した場合、無線ユニ
ットへの電源供給を止めるので、実施の形態１と同様に、不要な無線ユニットの電源（電
池）消費を防止することができる。
【００３６】
（実施の形態３）
　図６は、受信装置２の構成の実施の形態３を示すブロック図である。この実施の形態３
の受信装置２と実施の形態１の受信装置との異なる点は、受信電界強度検出部に代えて、
受信本体ユニット２ｂに画像処理部１３で画像処理された画像データの色分布を検出する
色分布検出手段としての色分布検出部１９を備える点と、検査終了判断部Ｃ１が、色分布
検出部１９で検出された画像データの色分布の検出結果を取り込み、検出された色分布が
所定の色分布でない場合に、あらかじめ設定した検査終了とみなすための所定条件を満た
したと判断する点である。
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【００３７】
　色分布検出部１９は、画像処理部１３で処理される一連の画像に含まれる各画像の色分
布、たとえば平均色を検出している。すなわち、検査部位である臓器の撮像画像は、臓器
に応じてそれぞれ異なる色分布を示しており、たとえば処理対象の画像の平均色が青白色
である場合、検査部位は食道と判別され、処理対象の画像の平均色が赤色である場合、検
査部位は胃と判別され、処理対象の画像の平均色が黄色である場合、検査部位は小腸と判
別され、また処理対象の画像の平均色が橙色である場合、検査部位は大腸と判別される。
仮に、同一臓器内を移動しているときの撮像された画像中にノイズが含まれたとしても、
フレーム毎に一画面の平均色を検出することにより、臓器毎のほぼ均一な配色を得ること
が可能となる。
【００３８】
　検査終了判断部Ｃ１は、検査対象となる検査部位に対応した所定の平均色を記憶し、色
分布検出部１９で検出された平均色が、この記憶した所定の平均色かどうか比較すること
で、検査終了を判断している。なお、この平均色の比較においては、たとえば処理対象の
画像の平均色を形成する色要素、たとえば赤の色要素Ｒ，緑の色要素Ｇ、および青の色要
素Ｂの各値に基づいて処理対象の検査部位を比較してもよい。
【００３９】
　次に、この受信装置の動作を図７のフローチャートを用いて説明する。図７において、
検査終了判断部Ｃ１は、実施の形態１と同様に、検査の開始を判断する（ステップＳ３０
１）。次に、受信された画像データの画像処理が画像処理部１３で行われ、この処理対象
の画像の色分布（平均色）が色分布検出部１９で検出され（ステップＳ３０２）、さらに
検査終了判断部Ｃ１にて、この検出された平均色が記憶された所定の平均色かどうか判断
する（ステップＳ３０３）。
【００４０】
　このステップＳ３０３において、検出された平均色が所定の検査部位の平均色と異なる
場合（ステップＳ３０３：Ｎｏの場合）には、検査終了判断部Ｃ１は、この判断結果を告
知制御部Ｃ２と電源供給制御部Ｃ３に出力し、告知制御部Ｃ２は、告知部１５を制御して
上述した告知を行わせる（ステップＳ３０４）。そして、電源供給制御部Ｃ３は、スイッ
チ部１７をオフ状態に制御して、電源部１６から無線ユニット２ａへの電源供給を止める
（ステップＳ３０５）。
【００４１】
　このように、この実施の形態では、処理対象の画像の色分布があらかじめ設定された検
査部位に対応した所定の色分布と異なる場合に、検査終了と判断し、検査終了を告知する
ので、カプセル型内視鏡による検査終了を認識することができる。これにより、実施の形
態１，２と同様に、検査終了とともに、被検者から受信装置を取り外すことができ、被検
者の負担を軽減することができる。
【００４２】
　また、この実施の形態でも、検査終了判断部が上記検査終了と判断した場合、無線ユニ
ットへの電源供給を止めるので、実施の形態１，２と同様に、不要な無線ユニットの電源
（電池）消費を防止することができる。
【００４３】
　また、この実施の形態では、検査終了判断部Ｃ１が検査終了とみなすための所定条件を
、たとえば検査開始から所定時間経過し、かつ色分布検出部１９で検出された平均色が上
記所定の平均色と異なる場合としてもよいし、所定期間に色分布検出部１９で検出された
平均色が上記所定の平均色と異なる場合としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】無線型の被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。
【図２】受信装置の構成の実施の形態１を示すブロック図である。
【図３】図２に示した受信装置の動作を説明するためのフローチャートである。
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【図４】受信装置の構成の実施の形態２を示すブロック図である。
【図５】図４に示した受信装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図６】受信装置の構成の実施の形態３を示すブロック図である。
【図７】図６に示した受信装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００４５】
　１　被検体
　２　受信装置
　２ａ　無線ユニット
　２ｂ　受信本体ユニット
　３　カプセル型内視鏡
　４　表示装置
　５　携帯型記録媒体（記憶部）
　１１　受信部
　１２　受信電界強度検出部
　１３　画像処理部
　１４　表示部
　１５　告知部
　１６　電源部
　１７　スイッチ部
　１８　画像受信検出部
　１９　色分布検出部
　Ａ１～Ａｎ　受信用アンテナ
　Ｃ　制御部
　Ｃ１　検査終了判断部
　Ｃ２　告知制御部
　Ｃ３　電源供給制御部



(9) JP 4767631 B2 2011.9.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 4767631 B2 2011.9.7

【図５】 【図６】

【図７】



(11) JP 4767631 B2 2011.9.7

10

フロントページの続き

(72)発明者  永瀬　綾子
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  中土　一孝
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内

    審査官  長井　真一

(56)参考文献  特開２００３－３２５４４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２６７３５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１６７１６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２１８５０２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００－１／０４　　　　
              Ａ６１Ｂ　　　５／０７　　　　



专利名称(译) 受信装置

公开(公告)号 JP4767631B2 公开(公告)日 2011-09-07

申请号 JP2005255496 申请日 2005-09-02

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 松井亮
重盛敏明
藤田学
永瀬綾子
中土一孝

发明人 松井 亮
重盛 敏明
藤田 学
永瀬 綾子
中土 一孝

IPC分类号 A61B1/00 A61B5/07

CPC分类号 A61B1/00036 A61B1/00016 A61B1/041 A61B5/07 A61B2560/0209

FI分类号 A61B1/00.320.B A61B5/07 A61B1/00.610

F-TERM分类号 4C038/CC03 4C038/CC08 4C038/CC09 4C061/CC06 4C061/DD10 4C061/HH28 4C061/HH51 4C061
/LL02 4C061/QQ06 4C061/SS30 4C061/UU06 4C161/CC06 4C161/DD07 4C161/DD10 4C161/GG28 
4C161/HH28 4C161/HH51 4C161/LL02 4C161/QQ06 4C161/SS30 4C161/UU06

代理人(译) 酒井宏明

审查员(译) 永井伸一

其他公开文献 JP2007068568A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种接收器，该接收器可以防止不需要的电源消耗
并且能够通过将装置引导到样本中来识别检查结束。 ŽSOLUTION：在
接收天线A1-An的电场强度的同时，在胶囊型内窥镜（被引导到样本的装
置）的检查开始后经过规定时间时，作为检查结束时的预设要求被预先
设定。在规定的时间段内检测到的值低于规定值，并且用检查结束判断
部分C1判断是否满足规定的要求。根据判断结果，通知控制部分C2通知
部分15通知检查结束：此外，电源供应控制部分C3停止向无线单元2a供
应电源。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0718757f-0739-4696-ad70-6f9240c5d09f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037808975/publication/JP4767631B2?q=JP4767631B2

